
令和４年度における
国立研究開発法人情報通信研究機構の

業務の実績に関する評価に対する意見（案）
について

令和５年８月１日
総務省国立研究開発法人審議会

資料国研18-1



令和４年度におけるNICTの業務の実績に関する評価に対する意見（案）の概要

 特に重大な業務運営上の課題は検出されておらず、全体として順調な組織運営が行われている。重要度の高い５つの分野及び分野横断的な研
究開発その他の業務において、顕著な成果が見られた。

 サイバーセキュリティ分野において、①サイバーセキュリティ技術に関し、悪性サイトの自動解析技術、サイバー攻撃誘引基盤STARDUST上での高
速・快適な解析を実現するユーザインタフェースを開発するなど性能と使い勝手の格段の向上を実現する成果を上げていること、②社会実装に関し、
STARDUSTによる最新攻撃観測技術について外部利用・共同研究拡大を更に進めるとともに、異常通信検知によるアラートの海外への提供等を
着実に進めていること、③サイバー演習CYDERでのオンライン入門コースの新設や小規模地方公共団体への訪問実施により幅広くICT人材育成に
貢献していること等から、S評価。

 ユニバーサルコミュニケーション分野では、①同時通訳の達成レベルの客観的評価技術や日本語の「崩れ」に関する評価用コーパスの構築、経済安全
保障等の分野で重要５言語の音声認識精度の改善を大幅に前倒しで実現、ウクライナ語への即応を行うとともに、音声翻訳を多くの商用サービスに
結び付けたこと、②社会知コミュニケーションにおいて、新しい計算技術の開発により研究基盤強化を図ると同時に、音声対話や災害対策のシステム
の性能向上が大きく、社会実装レベルに到達していること等から、S評価。

 4つの分野（電磁波先進技術分野、革新的ネットワーク分野、フロンティアサイエンス分野及びBeyond 5Gの推進）でA評価。

全体の評定

法人全体に対する評価（要旨）

Ａ

審議会の主な意見（その他事項）

（参考）第５期中長期の業務実績に対する評定

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

A A

 多くのプロジェクトがあり、そのそれぞれで多くの課題があるものと思われるが、良く運営されているのではないか。
 複数の世界記録や国際会議での採択など多くのトップクラスの基礎研究開発結果があるが、社会実装は研究開発と別な視点をもってマネジメント

する必要がある。
 人材流出は中長期目標達成の障害になると懸念されるため、防止策を考える必要がある。
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令和４年度におけるNICTの業務の実績に関する評価に対する意見（案） 項目別評定総括表

＜議論となった点＞
 サイバーセキュリティ分野においては、サイバーセキュリティ技術、暗号技術、演習それぞれの項目について、世界的で、トップランナーといえる、特に顕著

な成果の創出が認められるとの評価の一方で、前年度計画・前中長期計画からの延長、拡張にとどまり、A評価相当との意見もあった。
 Beyond 5Gの推進においては、基金事業開始後２年目の段階での評価という点が議論の焦点となった。業務執行の体制整備やマネジメントに加

えて、積極的な特許出願は高く評価できるものの、研究成果、社会実装の取組等を評価する段階ではないことから、A評定が適当とされた。

No. 評価項目 （参考）
中項目自己評価

NICT
自己評価

審議会
意見案

1 電磁波先進技術分野
1.1 リモートセンシング技術 A
1.2 宇宙環境計測技術 A
1.3 電磁環境計測技術 A
1.4 時空標準技術 A
1.5 デジタル光学基盤技術 A
1.6 NICT法第14条第１項第３号から第５号までの業務 上記と併せて評価

2 革新的ネットワーク分野
2.1 計算機能複合型ネットワーク技術 A
2.2 次世代ワイヤレス技術 A
2.3 フォトニックネットワーク技術 S
2.4 光・電波融合アクセス基盤技術 A
2.5 宇宙通信基盤技術 A
2.6 テラヘルツ波ICTプラットフォーム技術 B
2.7 レジリエントICT基盤技術 A

3 サイバーセキュリティ分野
3.1 サイバーセキュリティ技術 S
3.2 暗号技術 S
3.3 サイバーセキュリティに関する演習 S
3.4 サイバーセキュリティ産学官連携拠点形成 A
3.5 パスワード設定等に不備のあるIoT機器の調査 S

4 ユニバーサルコミュニケーション分野
4.1 多言語コミュニケーション技術 S
4.2 社会知コミュニケーション技術 S
4.3 スマートデータ利活用基盤技術 A

A A

A A

S S

S Ｓ

No. 評価項目 （参考）
中項目自己評価

NICT
自己評価

審議会
意見案

5 フロンティアサイエンス分野
5.1 フロンティアICT基盤技術 A
5.2 先端ICTデバイス基盤技術 S
5.3 量子情報通信基盤技術 S
5.4 脳情報通信技術 A

6
S A

7 分野横断的な研究開発その他の業務②
7.1 オープンイノベーション創出に向けた産学官連携等の強化 A

7.2 戦略的・機動的な研究開発ハブの形成によるオープン
イノベーションの創出 A

7.3 知的財産の積極的な取得と活用 B
7.4 戦略的な標準化活動の推進 B
7.5 研究開発成果の国際展開の強化 B
7.6 国土強靭化に向けた取組の推進 A
7.7 戦略的ICT人材育成 A
7.8 研究支援業務・事業振興業務等 B

8 業務運営の効率化に関する事項 B B
9 財務内容の改善に関する事項 B B
10 その他業務運営に関する重要事項 B B

分野横断的な研究開発その他の業務①
（Beyond 5Gの推進）

B B

A A
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